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R5 複数○印をつけていただいてもかまいません。

85% 1

51% 2

27% 3

64% 4

50% 5

R5

45% ① 積極的に協力したい。

20% ② 協力したい。

31% ③ 依頼があれば、協力したい。

1% ④ 協力は難しい。

4% ⑤ 未定

R5 複数○印をつけていただいてもかまいません。

53% ① 達成感や自信

64% ② 働くことの大切さ、厳しさ

67% ③ 人とふれあうことの楽しさ

78% ④ コミュニケーションの大切さ

72% ⑤ あいさつすることの大切さ

36% ⑥ 保護者や大人の人への感謝の気持ち

59% ⑦ 社会のルールやマナーの大切さ

38% ⑧ 地域とのつながりの大切さ

68% ⑨ 人のために役に立つうれしさ

⑩ その他（自由記述）

Ⅲ　受入先での社会体験において、生徒に身に付けてほしい力を次の①～⑩から選び、□内に○印をつけて
ください。「⑩その他」については、内容を言葉で書いてください。

Ⅱ　来年度以降も、「トライやる・ウィーク」にご協力をお願いできますか。次の①～⑤の番号の□に○印
を１つ、つけて下さい。

学校と連携しながら実施できた。

「トライやる・ウィーク」に参加した中学生の取組は意欲的だった。

「トライやる・ウィーク」の活動に関わることで中学生に対する見方が変わった。

「トライやる・ウィーク」は地域にとっても有益な活動である。

「トライやる・ウィーク」の５日間で生徒に変化が見られた。

Ⅰ　次の1～5について、「そう思う」と感じる番号の□に○印をつけてください。

令和５年度　地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」アンケートまとめ　【関係者（事業所） 用】  

R5有効回答数

  「トライやる・ウィーク」の実施について、ご理解、ご協力をいただきありがとうございました。
つきましては、今後の推進につなげるため、アンケートにご協力をお願いします。

各設問の「自由記述」については、代表的な例のみを記載しています。

⑩「その他」（自由記述）の代表的な回答例

・仕事に向かう積極性。

・自分で判断できる力。

・まずはやってみるという行動力。



Ⅳ　「トライやる・ウィーク」以外にも、学校や生徒とつながり等がありますか。

R5 次のＡ、Ｂの番号の□に○印を１つ、つけて下さい。

45% 　Ａ　ある

55% 　Ｂ　ない

Ⅴ（ⅣでＡを選んだ場合）次のことについてお答えください。

R5 複数○印をつけていただいてもかまいません。

18% ① あいさつや会話

16% ② 学校の行事等への参加

15% ③ 事業所の行事等への生徒の参加（「トライやる・ウィーク」の継続的な活動）

④ その他（自由記述）

Ⅵ　「トライやる・ウィーク」について、ご感想等お気づきの点があればご記入下さい。（自由記述）

R5
49% 　Ａ　いる　

50% 　Ｂ　いない

Ⅷ　もしよろしければ、次のことについてお答えください。
　 ・「トライやる・ウィーク」の体験が、今の仕事にどのように活かされていると思いますか。

（自由記述）

○　ⅦでＡを選ばれた方は、以下のことについてお答えください。

Ⅶ　指導いただいた方の中に中学生時代に生徒として「トライやる・ウィーク」の体験をされた方はいらっ
しゃいますか。

次のＡ、Ｂの番号の□に○印を１つ、つけて下さい。

それは具体的にどのようなつながり等ですか。次の①～④について、当てはまると感じる番号の□に
○印をつけて下さい。「④その他」については、内容を言葉で書いてください。

④「その他」の代表的な回答例

・生徒が顧客や消費者の立場で店に訪れてくれる。

・出前授業の講師（ゲストティーチャー）として授業等に参加している。

・ボランティア活動や体験学習などを受け入れている。

（自由記述）の代表的な回答例

・職業を選択したり決定したりするうえで、大きなヒントになった。

・職業観や勤労観が養われた。

・挨拶や接客態度など、ビジネスマナーについて考える機会を得られた。

Ⅵ「その他」の代表的な回答例

・中学生が熱心に活動に取り組んでいる姿に感銘を受けた。

・中学生と接する機会があることは、事業所の従業員にとっても新鮮で有意義であったように感じる。

・安心で安全な活動にするためにも、事業所と学校が丁寧にコミュニケーションを取ることが大切だと思う。


